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派
沖

撃平成二十一年

`,|=|す

前
日
の
雪
も
殆
ど
消
え
、
良
い

天
気
と
な
つ
た
大
晦
日
で
す
。

沢
山
の
氏
子
の
皆
さ
ん
が
参
拝

に
来
ら
れ
ま
し
た
。
売
店
で
は
、

縁
起
物
を
買

い
求
め
て
い
ま
し

皇
紀
二
千
六
百
七
十
九
年

た
。
平
成
年
号
最
後
の
新
年
を
鵜

坂
神
社
で
迎
え
た
還
暦
の
皆
さ

ん
、
神
主
よ
り
お
祓
い
と
記
念
品

を
頂
い
て
い
ま
し
た
。
今
年
も
皆

々
様
に
良
い
年
で
あ
り
ま
す
様
に

と
心
か
ら
お
祈
り
致
し
ま
す
。
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初詣の氏子の皆さん

お神酒を頂 く参拝者

建

国

祭

皇
紀

二
千
六
百
七
十
九
年

二
月
十

一
日
「建
国
記
念
の
日
」

に
皇
紀
二
千
六
百
七
十
九
年
に
あ

た
る
建
国
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
式
の
辞
の
後
、
橿
原
神
官
及

び
皇
居
に
向
か

っ
て
遥
拝
し
、
国

歌
斉
唱
並
び
に

「雲
に
響
ゆ
る
高

千
穂
の
…
」
と
紀
元
節
祝
い
歌
を

斉
唱
し
ま
し
た
。

神
殿
で
は
、
爾
宜
に
よ
る
修
祓

及
び
献
餞
の
祝
詞
を
あ
げ
、
鈴
払

い
を
し
て
戴
き
、
全
員
で
玉
串
奉

箕
を
行
い
ま
し
た
。

爾
宜
よ
り
挨
拶
の
後
、
岡
村
会

長
よ
り

「建
国
祭
」
に
つ
い
て
の

話
が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
万
歳

三
唱
で
閉
式
と
な
り
ま
し
た
。

紀元節祝歌を歌う皆さん

祈
年
祭

鎮
火
祭

二
月
二
十
三
日

（土
）
　

地
区

総
代
、
奉
賛
会
会
員
及
び
鵜
坂
消

防
団
幹
部
が
参
加
し
、
祈
年
祭
と

鎮
火
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
年
の
五
穀
豊
穣
を
お
祈
り

し
、
小
学
生
に
よ
る
浦
安
の
舞
が

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
鎮
火
祭
で
は
、

鵜
坂
消
防
団
幹
部
が
防
火
の
祈
願

を
行
な
い
、
鎮
火
祭
祈
依
の
お
札

が
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
ま
す
。

全ての方々に恵あれ記念写真

ギ斑二
月
二
十
七
日
（水
）
十
四
時
よ

リ
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
富
山
に

於
い
て
、
二
百
名
近
い
役
員
が
出

席
し
て
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

朴
木
正
富
山
市
神
社
総
代
会
副

会
長
よ
り
、
責
任
役
員
と
し
て
神

社
の
維
持
運
営
に
尽
力
さ
れ
た
功

績
に
対
し
、
二
十
名
の
方
が
顕
彰

さ
れ
ま
し
た
。

富
山
県
神
社
庁
か
ら
の
来
賓
祝

辞
の
後
、
事
業
報
告
・決
算
報
告

・

役
員
選
出
及
び
来
年
度
の
事
業
方

針
案

。
予
算
案
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
意
見
発
表
の
後
、
報
告
事
項

と
し
て
、
昨
年
よ
り
神
宮
大
麻
頒

布
総
体
数
が
富
山
県
と
富
山
支
部

共
に
減
少
し
て
い
る
と
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
今
年
も
富
山
県

が
全
国

一
の
頒
布
率
で
し
た
。

最
後
に
各
神
社
で
の
実
践
目
標

を
誓
い
合
い
、
和
や
か
に
直
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

副会長の挨拶


